
平成１９年２月期　第１四半期財務・業績の概況（連結） 平成１８年７月７日
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責任者役職・氏名 専務取締役　　　古野　幸男

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　：　有
　　　（内容）影響額が僅少なものにつきましては、一部簡便な方法を採用しております。

　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　：　有
　　　（内容）当第１四半期から固定資産の減損に係る会計基準及び同会計基準の適用指針を適用しております。
　　　　　　　これにより税金等調整前四半期純利益は136百万円減少しております。　　　　　

　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　　　：　無

２．平成１９年２月期第１四半期財務・業績の概況（平成18年3月1日～平成18年5月31日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況
（注）金額は百万円未満を切捨て

％ ％ ％ ％

－ － －

（注）1.売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。
　　　2.売上高以外の項目につきましては、平成18年２月期第１四半期より開示を行っているため、平成18年２月期
      第１四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

部門別売上高（連結）
（注）金額は百万円未満を切捨て

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

　当第１四半期の世界経済は、米国経済の底堅い成長に加え、中国経済が好調さを持続するなど、全般的に概ね堅調に
推移しました。一方、我が国経済は、原油価格の高騰による部材価格の上昇や不安定な為替変動など不安要因はあった
ものの、企業収益の改善や個人消費が上向くなど、景気は緩やかな上昇基調で推移しました。
　このような経済環境にあって、当第１四半期の当社グループの売上高は19,469百万円（前年同期比6.0％増）、営業
利益は1,297百万円（前年同期比5.6％増）、経常利益は1,405百万円（前年同期比1.2％減）、四半期純利益は900百万
円（前年同期比7.1％増）となりました。
　各部門別売上高の概況としましては、舶用電子機器部門では、プレジャー市場が米国を中心に堅調に推移し、新船建
造が高水準を維持する商船市場でも、新造船向けに加え既存船の換装需要が増加したことなどから大幅な伸びとなりま
した。この結果、同部門の売上高は15,010百万円（前年同期比15.2％増）となりました。一方、産業用電子機器部門で
は、前年高水準だったＥＴＣ車載器が競争激化により売上が減少したことなどから同部門の売上高は4,458百万円（前
年同期比16.4％減）となりました。

(％)

四 半 期 （ 当 期 ）
純 利 益
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百万円 百万円
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△1.2

18,366 1,228

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

百万円 百万円

6.0
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4,546

1 株 当 た り 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益

潜在株式調整後1株当たり
四 半期（ 当期 ）純 利益
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26.63 －

84.82 －

　円　　銭 　円　　銭

28.54 －

(△16.4)
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1,103 (6.0)1,979 (15.2)
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△ 876

百万円(％) (％)

13,03018年2月期第1四半期

対前年増減（率）
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18年2月期第1四半期
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舶 用 電 子 機 器 部 門 産 業 用 電 子 機 器 部 門 合　　　　計

15,010 4,458 19,469

百万円 百万円
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（２）財政状態（連結）の変動状況

％

19年2月期第1四半期

18年2月期第1四半期

(参考)18年2月期

（注）18年2月期第１四半期及び18年2月期の「純資産」、「自己資本比率」及び「１株当たり純資産」の
      数値につきましては、それぞれ従来の「株主資本」、「株主資本比率」及び「１株当たり株主資本」
      を記載しております。

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]
 　当第１四半期末の総資産は、前連結会計年度末と比較して8,408百万円増加し、 88,492百万円となり
 ました。これは主に受取手形及び売掛金が減少したものの、現金及び預金が増加したことによるもので
 あります。当第１四半期末の負債は、前連結会計年度末と比較して8,027百万円増加し、52,007百万円
 となりました。これは主に短期借入金及び長期借入金が増加したことによるものであります。
 　当第１四半期末の自己資本比率は、前連結会計年度末の44.6％から3.8ポイント減少し、40.8％とな
 りました。

○　添付資料
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書

以　　上

[参　考]

平成１９年２月期の連結業績予想（平成18年3月1日～平成19年2月28日）

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　91円88銭

[業績予想に関する定性的情報等]
　中間期および通期の業績については、当初予想に変更はありません。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。
　実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

総 資 産

百万 円

78,063

1 株 当 た り
純 資 産

百 万 円

純 資 産 自己資本比率

　円　　銭

中　　間　　期

通　　　　　期

売 上 高

42,000

83,000

百万円

3,100

当 期 純 利 益

1,950

百万円 百万円

4,600 2,900

80,083

88,492 36,484

32,549

35,682 44.6

41.7

40.8

1,127.33

1,030.52

1,155.92

経 常 利 益
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[添付資料］

１．（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：百万円未満切捨て）

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（資  産  の  部）
Ⅰ　

11,630 18,124 9,007
20,749 20,080 22,001
21,520 23,071 22,268
4,041 4,612 4,393

　 57,941 74.2 65,889 74.5 57,671 72.0

Ⅱ　
9,723 9,986 10,235
588 886 909

9,808 11,730 11,268
　 20,121 25.8 22,603 25.5 22,412 28.0

78,063 100.0 88,492 100.0 80,083 100.0
（負  債  の  部）
Ⅰ　

17,520 15,209 15,147
4,302 13,077 7,379

6,545 6,594 6,260
　 30,188 38.7 36,541 41.3 30,522 38.1
Ⅱ　

1,054 790 790
3,870 4,310 2,410
10,031 10,366 10,258

　 14,956 19.1 15,466 17.5 13,458 16.8
　 45,144 57.8 52,007 58.8 43,980 54.9
（少 数 株 主 持 分）
　 368 0.5 － － 420 0.5
（資  本  の  部）
　 32,549 41.7 － － 35,682 44.6

78,063 100.0 － － 80,083 100.0

（純 資 産 の 部）
Ⅰ　

－ 7,534 －
－ 10,073 －
－ 17,509 －
－ △ 157 －
－ － 34,959 39.5 － －

Ⅱ　
－ 1,278 －
－ △ 140 －
－ － 1,138 1.3 － －

Ⅲ　 － － 386 0.4 － －
　 － － 36,484 41.2 － －

－ － 88,492 100.0 － －

純 資 産 合 計
負債及び純資産合計

前四半期
（平成18年2月期第１四半期末）

当四半期
（平成19年2月期第１四半期末）

流 動 負 債

資 産 合 計

流 動 資 産

固 定 資 産

1,820

固 定 負 債

（参考）
平成18年2月期科　目

1,735

％

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産

現 金 及 び 預 金

流 動 資 産 合 計

受取手形及び売掛金
た な 卸 資 産

流 動 負 債 合 計

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
固 定 資 産 合 計

支払手形及び買掛金

そ の 他

％

1,660

％

短 期 借 入 金
一 年 以 内 返 済 予 定
長 期 借 入 金

長 期 借 入 金
社 債

株 主 資 本
資 本 金

負債、少数株主持分
及 び 資 本 合 計

資 本 合 計

そ の 他
固 定 負 債 合 計
負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

少 数 株 主 持 分

自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金

為 替 換 算 調 整 勘 定

評価・換算差額等合計
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２．（要約）四半期連結損益計算書
（単位：百万円未満切捨て）

金　額 百分比 金　額 百分比 金　額 百分比

％ ％ ％

Ⅰ　 18,366 100.0 19,469 100.0 80,270 100.0

Ⅱ 12,018 65.4 12,665 65.0 54,459 67.8

6,348 34.6 6,803 35.0 25,810 32.2

Ⅲ 5,119 27.9 5,506 28.3 22,261 27.7

　 1,228 6.7 1,297 6.7 3,549 4.5

Ⅳ 244 1.3 238 1.2 1,356 1.7

68 124 295

175 113 1,060

Ⅴ 49 0.3 129 0.7 358 0.5

40 17 119

9 112 239

  1,423 7.7 1,405 7.2 4,546 5.7

Ⅵ － 31 0.2 67 0.1

Ⅶ － 136 0.7 2 0.0

1,423 7.7 1,300 6.7 4,611 5.8

567 3.0 388 2.0 1,769 2.2

　 14 0.1 11 0.1 65 0.1

　 841 4.6 900 4.6 2,777 3.5

科　目
前四半期

（平成18年2月期第１四半期）
（参考）

平成18年2月期

売 上 高

当四半期
（平成19年2月期第１四半期）

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

営 業 利 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

受取利息及び配当金

そ の 他

支 払 利 息

そ の 他

経 常 利 益

四 半 期 （ 当 期 ）
純 利 益

税 金 等 調 整 前
四半期（当期）純利益

税 金 費 用

少 数 株 主 利 益
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